
（別紙様式４－１）                                （県立高等学校・中学校用） 

熊本県立天草高等学校（全日制） 平成２８年度学校評価表 

 

１ 学校教育目標 

 「平成２８年度県立学校における教育指導の重点」及び「平成２８年度人権教育取組の方向」を基盤に据え、本校の

三綱領「正大・剛健・寛厚」及び教育スローガン「求学志成」のもと、個性豊かな人材の育成と規律ある活気溢れる学

校づくりを目指し、次の４項目を目標とする。 

                                       

２ 本年度の重点目標 

（１）自主的精神を高め、自らを律する態度を養い、一人一人の進路目標達成に応じた学力向上を図るとともに、生 

  徒自ら問題を解決する力の育成に努める。 

（２）基本的生活習慣の確立と安全教育の徹底を図り、豊かな人間性の育成に努める。 

（３）心身の健康、体力の向上を図るとともに、創造性や感性を育む体験活動の推進に努める。 

（４）地域の拠点校として、地域に開かれた学校づくりに努め、地域、保護者、生徒の信頼と期待に応える教育活動 

  を進める。 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 評価の観

点 
具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

学 

 

 

校 

 

 

経 

 

 

営 

開かれた

学校づく

り 

公開授業

の推進 

・「教育の日」及び土曜

日を活用して、保護者

や地域の方々に、授業

や発表会などを積極

的に公開する。 

・近隣の小・中学校、ま

た県内の高校にも案

内し、連携を深める。 

・教務部が立案し、年間２回

以上の公開授業等を実施

する。 

・教務部が立案し、体験入学

を実施する。 

Ａ 

【○】公開授業に関しては、６月と１１月に各

２週間ずつ実施できた。１学期は、学年保護

者会も期間中に実施され、多くの保護者の参

観もあった。 

【○】体験入学は７月２５日（月）に実施し、

中学生359人、引率職員16人、保護者49人の

参加があった。昨年度より保護者の参加者は

70人ほど減少したが、中学生の参加は14人ほ

ど増加している。 

広報活動

の充実 

・学校ＨＰの更新・充実

を図る。 

・生徒の活動の様子を、

学区内中学生や地域の

方々に積極的に情報発

信する。 

・中学校を訪問して、学

校紹介を行う。 

・情報図書部が立案し、学校

ＨＰの更新頻度を高める。 

・情報図書部が中心となり、

学校紹介ＤＶＤを作成し、

広報に用いる。 

・アンケートを実施し､広報

活動に反映させる 

【○】2・3日に1度はHPを更新し、昨年度より

学校のできごとをタイムリーに数多く発信

することができた。 

【〇】学校紹介パンフレットは120周年用に一

新し、各所で好評であった。 

【△】独自のアンケートは実施できなかったが

天草ケーブルテレビ、RKK、KAB、熊日などに

取り上げられる機会も多く、その都度HPで取

り上げ、アピールすることができた。 

〔対策〕地域住民や中学生のニーズの把握に向

けた具体的方策を早期に検討し実施する。 

学校評議

員会の充

実 

・年間２回の学校評議員

会を開催する。 

・教頭が立案し、年間２回実

施する。 

・地域の方々に本校の教育活

動を紹介し有意義な意見交

換が出来る環境を整える。 

【○】年間２回実施することができた。 

【○】より充実した意見交換を行うために、事

前に学校評議員へ資料を郵送し、本校の状況

を十分に踏まえたうえで会合に参加していた

だけるよう配慮した。 

育友会と

の連携 

・育友会総会や学年別保

護者懇談会の充実を図

る。 

・総務部及び各学年が立案し

学校全体で取り組む。 

・メール配信サービス加入率

を向上させ、積極的に学校

行事への参加を促す。 

【○】育友会総会並びに学年保護者会が各部署

の協力でスムーズに開催できた。 

【○】あいさつ運動等メール配信での呼びかけ

に応じ協力者数が増えた。登録者増によるも

のと思われる。 

安全管理

の取組 

不祥事防

止 

・不祥事防止に関する啓

発活動を行う。 

・情報管理を徹底する。 

・不祥事防止に向け主体

的に取り組む。 

・不祥事ゼロ委員会が中心と

なり、職員研修を毎月実施

する。 

・ロッカー及び机の引き出し

の施錠を行う。 

・文書セキュアの活用やUSB

管理状況把握により、情報

の管理を徹底する。 

・毎月、全職員でセルフチェ

ックを行う。 

Ａ 

【○】職員研修として毎月実施した。年度当初

に設定したテーマを基に、教科書採択に関わ

る内容等を必要に応じ追加し、全日、定時、

倉岳校で役割を分担し進めることができた。 

【○】適切に施錠と鍵の管理がなされている。

今後は机上の文書整理を推進し、文書管理意

識を昂揚していきたい。 

【○】文書セキュア上のデータ共有、USBの貸

し出し管理は滞りなく行われている。 

【○】チェック状況と記入欄の記述内容を把握

し、管理職で共有することで、職員の状況把

握に奏効した。 

教育環境

の整備 

学習環境

の拡充 

・生徒の自主的な学習環

境を整備する。 

・３学年部が企画し、土日祝

日に学校を開放する。 

Ａ 

【○】受験指導が本格化する６月から担当者を

決め計画的に実施した。１日５０～７０名の

３年生が活用していた。定期考査前には１・

２年生も活用できるように大きく開放した。

自学できる意識や力を付けることが目的で



あり、より良い学習環境を求めて行動できる

力を育てることに有効な取り組みといえる。 

学校改革 校務改革 

 

・校務の再点検を行い、

改善点を見出す。 

・「学校改革プロジェクト支

援事業」を参考に問題点を

明確にし、校務の改善へ繋

げる。 

Ｂ 

【△】超過勤務の減少が見られない。 

〔対策〕主たる原因である教科指導と部活動指

導について、効率化による負担軽減を推進す

る。 

【○】超過勤務の現状を校務運営委員会で共有

することで、今後の課題へ一歩踏み込むこと

ができた。 

授業改革 

 

・各職員が授業を改善す

る。 

・スーパーティーチャー（指

導教諭）が職員の授業を参

観し、様々なアドバイスを

行う。 

・授業改善のノウハウを獲得

するために、スーパーティ

ーチャーの授業を参観す

る機会を職員に提供する。 

・２学期末に授業に関する調

査を行い、改善状況を把握

する。 

【○】公開授業期間を活用し、多くの先生方が

スーパーティーチャーの授業を参観できた

ようだ。また、各教科でもスーパティーチャ

ーによる参観授業も行われ、各自の授業改善

に努められていた。 

【○】２学期末に本年度２回目の授業改善アン

ケートを実施した。どの先生方も１学期の結

果を受け、改善されおり、評価も挙がってい

る。 

学 

 

 

力 

 

 

向 

 

 

上 

学力の充

実 

家庭学習

習慣の確

立 

・予習の徹底と天高チャ

レンジ1500min(１週

間の学習時間)の家庭

学習を保させる。 

・年間２回の宅習時間調査を

行い、学年ごとに対策を講

じる。 

・保護者に結果を知らせる。 

Ａ 

【△】６月と１０月の２回実施をした。結果は

例年と変わらず目標値週1500分を達成でき

た生徒の増加は見られなかった。 

〔対策〕生徒の時間の活用指導とともに、学校

生活の時間見直しを考える。 

【○】３学年としては、平日５時間、休日１０

時間をキーワードに日々の家庭学習時間調

査を実施し学習バランスのコントロールを

担任が行った。 

【○】年間２回の宅習時間調査以外に、月行事

を載せた毎日の宅習時間調査を行い、担任か

らのコメントを添え、各生徒の宅習状況の把

握に努めた。また、手帳との両立を図るため

宅習課題のメモをその日の終礼時に記入し、

計画的に学習を進める手立てとした。 

３年間を

見通した

指導計画 

・授業担当者会を実施

し計画的な学習を進

める。 

・生徒の実態を把握し

て計画の改善を随時

行う。 

・年度当初に授業担当者会を

学年ごとに実施し進捗状況

の確認と意見交換を行う。 

・学期末に教科書の進捗状況

を調査する。 

・学期ごとの考査・模試、各

種調査、授業評価に基づい

て検討する。 

【○】年度当初に各学年、授業担当者会を実施

した。本年度は１年間の計画とともに、支援

を必要とする生徒の共通理解を図ることも

できた。 

【○】３学年では、４月と９月に授業担当者会

を開催した。９月は生徒の成績推移などを交

えながら授業進度の確認ができたので有効

であった。 

【○】８月に第１回学力検討会２月に模試結果

を参考に第２回学力検討会を行った。学年で

たくさんの共有ができ生徒の意識付けがで

きた。 

【○】４月の授業担当者会でシラバス検討を行

い、７月に中間確認を実施した。また、定期

考査や模試ごとの成績についての検討会を

実施し、修正を含めた進捗状況の確認を実施

した。 

習熟度別

学習の実

施 

・国数英それぞれ学習

到達度に応じた学習

を行う。 

・学期ごとに到達度を確認

しクラス替えを行う。 

【○】習熟度別にクラスを展開している教科で

は、定期考査・模試等の結果を受け、定期的

にクラスを編成している。効果的に授業が展

開できている。 

教員の指

導力の向

上 

学習指導

法等の工

夫・改善 

・教科で年間２回以上の

研究授業を行う 

・教材研究の質の向上を

図る。 

・作問力の向上を図る。 

・分析力の向上を図る。 

・各教科で短期・中期・長

期的なテーマを掲げ授業

に臨む。 

・教科内・教科間を超えて

切磋琢磨しながら授業力

の向上を図る。 

・授業に入る前の検討会を

実施する。 

・生徒には、具体的にどう

努力すべきかを明確に提

示する。 

・定期的に、教科会で検討

する。 

・熊大・九大＋１（東大）

の問題を４月第２週まで

に解答する。 

Ｂ 

【○】公開授業期間では活発に他教科・他学年

の授業参観ができている。各自の授業改善に

寄与できている。 

【○】昨年よりも各教科の研究授業の実施が増

加した。授業研究会に他教科の先生方も参加

できるような時間の余裕があればと思う。 

【△】授業に入る前の検討会については、教科

により状況に差がある。 

〔対策〕教科の特性に応じた打合せ形態により

実施する。 

【○】生徒一人ひとりに対して具体的・明確な

提示ができている。 

【○】教科会が定期的に開催さら、質の向上が

図られている。 

【△】入試問題の解答については、担当学年や

教科により状況に差がある。 



・定期考査問題の教科内で

の検討会を意欲的に行う。 

・現状を多角的かつ的確に

把握し適切な対応を行う。 

〔対策〕担当学年や教科の状況に応じ、教科で

研鑽方法を検討し実施する。 

【○】考査問題検討は意欲的に行われている 

【△】現状把握に努め、丁寧に対応が行われて

いる。 

〔対策〕生徒の家庭学習状況等を精査し、適切

適量な学習課題を準備する。 

キ 

ャ 

リ 

ア 

教 

育 

・ 

進 

路 

指 

導 

３か年の

一貫した

指導のも

とでの進

路目標の

達成 

第一志望

現役合格

の達成 

・３年次の希望進路100

％達成を目指す。 

・難関大学合格10人以上

を含め、現役による国

公立大学合格90人以

上を目指す。 

・１・２年生、国・数・英

で７・11月模試の偏差

値50以上、１月偏差値

52を目指す。 

・３年生の全科目におい

て毎回の模試で偏差

値50以上の度数が前

年度を上回ることを

目指す。 

・センター試験の得点が

全科目全国平均点以

上を目指す。 

・３年生では進路検討会を５

回以上行い、担任が生徒に

アドバイスを行う。 

・模試分析会を4回以上行う。 

・確認考査･単元テストなど

の小テストを行い、受験基

礎力を養成する｡ 

・３年生総体総文後、二者面

談や教科面談を行う。 

・９・11月のマーク模試にお

いて定点観測を行う。 

・小論文対策の早期化と継続

を図る。また、天高100冊

の選定を行う。 

・推薦・ＡＯ入試対策として

専門分野の強化を図る。 

Ｂ 

【○】進路検討会は、合計５回の実施できた。

目的・資料・内容の充実も図られた。一人に

かける時間の確保が課題である。 

【△】３年の模試分析会は、回数の多さに対応

しきれていない。教科任せになっている。 

〔対策〕コピーをとり、採点に取り組む教科も

ある。各教科でこの取組を共有する。 

【○】２年生は２回、１年生も１回実施でき、

年間計画にも予定し、良かった。 

【△】数学・英語とも、習熟度や分野別の特別

講義を実施し、学力の定着向上に努力した。

受験学力の定着に向けた指導力の向上が望

まれる。 

〔対策〕経験を積んだ職員が積極的にリードし

職員の経験不足を補う。 

【○】推薦・ＡＯ入試対策は、２年次の天草起

業塾に多くの生徒を参加させるなど、大学の

公開講座にも参加するように促している。 

【△】小論文対策については、総合的な学習の

時間で取り組んではいるものの、文章表現力

の低下が大きな課題であり、細やかな指導が

必要な場面を多く見かけた。 

〔対策〕１年次から、レベルの高い結果を求め

る取組を行う。 

総合的な

学習の時

間の活用 

・自己の進路についての

意識を高めさせる。 

・知の注入とともに自分

の考えを表現させる。 

・３年間の計画に基づき面談

等で生徒の状況を確認しな

がら実施する。 

・討論会や調査内容の発表等

の場を設ける。 

・インターンシップおよびキ

ャリア教育を推進する。 

【△】３学年では、進路研究に特化した内容の

みを取り扱った。 

〔対策〕指導方法の効率化と内容の見直しを行

い、自己表現力を培う機会を設定する。 

【○】文理選択の進路講演会を６月に実施し、

夏休みの活用について積極的に働きかけ、イ

ンターンシップや天草宝島起業塾など、校外

での活動に多数参加した。 

【○】１・２年生には手帳を持たせ、講演会の

内容等を書き留める取組を行った。この習慣

は将来の生活に是非とも必要なことであり、

限られた時間を有効に活用する意識が、少し

ずつ定着していくことを望む。また、手帳に

ついては、振り返りだけでなく、家庭学習期

間が増える３月から春休みの時期の学習計

画にも利用できるよう学年で計画している。 

【○】４月に立てた計画に従って、おおむね順

調に進んできた。生徒の将来のことを考えさ

せるために、おもに本校卒業生の講師を招い

たキャリア教育をさらに進めていく。 

多様化す

る生徒の

個々の進

路目標へ

の対応 

進路意識

の高揚・啓

発 

・各学年、年間20回程度

の進路情報を提供す

る。 

・各学年の進路講演会、

大学出張講義、予備校

や大学によるガイダ

ンス、キャリア教育講

演会を実施する。 

・進路の手引き「求学志成」

と、「進路ニュース」を作

成する。 

・学年ごとに、時期・段階と

生徒のニーズにあった内

容で講演会を実施する。 

・受験形態を熟知し、生徒の

個性にあった進学指導を

実践する。 

Ｂ 

【○】８月の大学ＡＯ入試と９月の公務員試験

から、常に３学年の誰かが受験をしている状

況となるため、それぞれに合わせた声掛けと

進路指導を実施しなければならない。 

【○】５月の育友会総会時に、雛峰プランを明

示し、進路研究と文理選択の重要性を説明し

６月、及び９月の文理選択についての進路講

演会への参加を呼び掛け、多数の保護者の参

加をいただき、生徒と保護者の進路指導に対

する理解を深める機会とした。 

【○】進路の手引き「求学志成」は、予定通り

のものを作成することができた。今後はこの

活用をLHRに組み込んでいきたい。 

【△】「進路ニュース」については、発行部数

は、減少傾向にある。 

〔対策〕ホームページへの情報掲載等、情報発

信の在り方について検討する。 

【△】受験形態は年々複雑となり、全体の把握

は厳しい。その都度、チェック機能を十分に

働かせる必要がある。 

〔対策〕現状や今後の動向を踏まえ、現在のチ



ェックの仕組みを評価し、改善を図る。 

【○】各種講演会については、優れた講師陣で

有意義であった。 

進路希望

に応じた

個人指導 

・担任による二者面談を

実施する。 

・教師が教科指導力を高

いレベルで養い、如何

なる大学進学に対して

も積極的指導を実践す

る。 

・各学期に２回以上は､担任

が二者面談を行う｡ 

・進路指導部が大学や入試な

どの情報を積極的に提供す

る。 

【○】３学年では年間７～１０回の二者面談を

各クラス担任が実施できた。進学に対するア

ドバイスや学習の進捗状況、悩み相談など時

期に応じた細かな指導が実践できた。 

【○】３者面談を入れると年間４回の面談が各

クラス実施できた。大学調べや職業観そして

受験（学習面）の指導ができてきた。 

【○】学期２～３回を目標に、定期的に面談を

行い、学年会での情報共有を行った。担任だ

けでなく学年全体での対応もスムーズにで

きた。 

生 

 

徒 

 

指 

 

導 

自律心の

育成 

生徒会活

動の充実 

・毎月生徒朝会を実施す

る。 

・年間３回以上委員会を

開催する。 

・運営を生徒に任せる。 

・職員が指導助言にあたる。 

Ｂ 

【○】生徒会を中心に、年間を通して挨拶運動

や生徒朝礼に取り組むことができた。挨拶運

動は、生徒会執行部だけでなく、育友会役員

の方々も参加された。 

【○】生徒一斉委員会を毎月実施し、活動を活

発化することができた。 

部活動の

充実 

・加入率90％以上を目指

す。 

・集中力を高め技能を向

上させ上位入賞を目

指す。 

・全職員で加入を推奨し、勉

強との両立を図るための

指導を行う。 

・短時間で高い効果を生む練

習の工夫を行う。 

【○】部活動には90％を越える生徒が参加し、

日頃の学校生活を活性化する等良い影響を

与えている。 

【○】体育系部活動では、体育科と連携し、部

活動リーダー研修会を夏季休業中に実施し、

効果的な練習の工夫を促すことができた。 

【△】部活動の種類が多く、引率を含めた顧問

の数が不足している。生徒だけで活動する機

会が多い。 

〔対策〕顧問の負担軽減について、様々な視点

から改善に向けた検討を行う。 

ボランテ

ィア精神

の育成 

・ボランティア活動参加

率60％以上を目指す。 

・外部のボランティアと連携

し、生徒集会等で積極的に

参加を促す。 

【△】ボランティア活動については、上級生に

なるにつれて参加が多くなってきている。 

〔対策〕年間計画を作成し生徒が計画的に参加

できるようにしたい。また、部活動や学年や

クラスよる奉仕活動等を定期的に入れてい

きたい。 

基本的生

活習慣の

確立 

交通モラ

ルとマナ

ーの向上 

・年間５回以上の登下校

指導を行い、交通違反

０を目指す。 

・定期考査前の指導は全職員

で行う。校外指導も行う。 

Ｂ 

【○】登校指導を全職員で５回実施できた。ま

た、他校との連携も関連さし、原付バイク通

学生の登校指導を天草（本渡）地域全域で実

施できた。 

【○】外部講師を招いての講演会や、文化祭等

での展示指導を行い、交通事故に対する知識

や理解を深めることができた。 

規範意識

の高揚 

・年間５回以上の服装検

査・再検査を行い服装

違反をなくす。 

・学年ごとに行い、ルール遵

守の意義を説明する。 

・原付バイク通学生月１回の

集会を行う。 

【○】服装頭髪検査を年間8回実施した。基準

の徹底を図り、全職員による指導の徹底を図

ることができた。 

【△】各学年で、再検査「０」を目指し指導に

当たったが、完全ではなかった。今後の目標

としたい。 

〔対策〕伝統ある天高生の矜恃を育てたい。 

人 

 

権 

 

教 

 

育 

 

の 

 

推 

 

進 

命を大切

にする心

を育む指

導 

いじめの

根絶 

・生徒の実態を把握し、

迅速な対応を行いい

じめを根絶する。 

・年３回程度いじめに関する

アンケートを行う。 

・全職員が生徒情報を共有し

､連携を密にする｡ 

Ｂ 

【○】生徒の心の状態を把握するために、年３

回「いじめアンケート」・「心のアンケート」

を実施することができた。また、実施結果を

有効に活用するとともに、各学年会で気にな

る生徒の状況を報告・共有し、担任と連携し

て個別の生徒の実情を把握して迅速な指導

に当たることができた。 

【○】いじめ防止対策委員会で具体的な生徒の

事例を挙げながら、外部委員（ＳＳＷ）の方

のアドバイスをもとに、対策を講じることが

できた。 

命を大切

にする心

の育成 

・職員、生徒に「命を大

切にする心」を育むこ

との重要性について

理解させる。 

 

・職員研修において、事例研

修並びに班別協議会を実

施する。 

・全校集会やＬＨＲにおいて

「命の大切にする心」につ

いて考えさせる。 

【○】12 月 12 日（月）の職員研修では、生徒

の人権感覚を育むための「各教科における実

践」について協議を行い、2 月 8 日（水）の

職員研修では、あらゆる人権問題の中でも

「同和問題が中心的な課題になる」ことの意

味について、討議を通じて理解を深めた。 

【○】12月8日（木）の人権教育講演会では、

障がいを抱える児童の表現の場を作る活動

に長年従事されている大城由紀子先生にご

講話をいただいた。ないことよりも、あるこ



とに目を向けることの大切さを再認識し、自

他の命を尊重する心を、生徒、教師ともに育

むことができた。 

教育相談

の充実 

・年間５回以上カウンセ

リング委員会を実施

する。 

・現状を分析し、担任に指導

助言を行う。 

【△】今年度より実施日を火曜日の７限目とし

たが、その時間に委員全員を招集することが

難しく、カウンセリング委員会は３回の実施

となった。 

〔対策〕来年度の時間割や年間行事予定を参考

に委員全員が集合できる期日を設定する。 

【△】生徒の状況把握や協議を行い、協議内容

は学年で生徒への支援に生かすことができ

た。 

【○】カウンセリングの時数が６０時間に加え

て年度途中に６時間追加されたことで、生徒

・保護者・教職員ともに昨年度より充実した

相談を行うことができた。 

【〇】休学中の生徒や、学校生活への不安感か

ら体調不良を起こしやすい生徒が、不安感を

軽減し、家庭や学校での生活を維持できてお

り、カウンセリング効果が得られた。 

【○】カウンセリングに使用する学校ＰＣを用

意し、カウンセラーが記録するための時間を

確保することで、即日報告書作成が可能にな

った。カウンセリング後の担任へのフィード

バックがスムーズに行えた。 

豊かな人

間性の育

成 

読書の推

進 

・貸出数の１人当たり14

冊以上を目指す。 

・「朝の読書」を徹底さ

せる。 

・利用率の増加（貸出数

０冊の生徒を減らす）

を図る。 

・良書の選定と、「図書館便

り」の充実及び年間10回以

上の発行。 

・全職員、全生徒で一斉に行

う。 

・多彩な分野の蔵書を揃え、

生徒の情操や知的好奇心

に訴えかける。 

Ａ 

【○】生徒一人当たり貸出14.4冊（1/30現在）

と若干減少したが県平均6.9冊を上回った。 

【○】「職員推薦新書コーナー」を新設し、多

方面からの資料提供を試みた。ＨＰ・ブラッ

クボート・昇降口を活用し。資料情報や講演

会情報などを日々発信した。 

【○】授業利用は185時間（保健体育・総合的

な学習の時間・国語・進路研究・英語スキッ

ト発表・新聞調べ・３年教養講座など）。ま

た個別入試に向け毎日自学利用されている。

司書教諭クラスによる「図書館終礼」も試験

的に２回実施された。 

人生観・職

業観の育

成 

・生き方や職業に関する

講演会を開催す 

 る。 

・芸術鑑賞会の満足度ア

ップを図る。 

・各種行事とタイアップして

同窓会、保護者、地域の方

に講演をお願いする。 

・事後アンケートで満足度と

次年度の鑑賞希望を調査

する。 

【○】３学年では各種講演会に対する生徒の反

応は良かった。感想も講演内容を踏まえた肯

定的な感想がほとんどであった。 

【○】各講演会を受け生徒の学校生活や学習意

欲が変化した。講師選択がとてもよく今後も

期待したい。 

【○】９月の進路講演会時に、今後の学習に向

けて取り組む姿勢づくりの一環として壺渓

塾から講師を招き、熱心な講演をいただい

た。目標のあいまいな１年生にとっては、

将来に向けた自分の思いの必要性を考えさ

せられる講演であった。 

道徳教育

の推進 

・学校の教育目標に基づ

き教育活動の全領域

において道徳教育を

推進する。 

・「人間としての在り方生き

方」に関する講演会を開催

する。 

【○】１２０周年記念式典において、卒業生か

ら生徒へ、学ぶことや働くことの意味を語っ

ていただいた。 

健 

康 

安 

全 

教 

育 

の 

推 

進 

健康・安

全教育の

推進と環

境整備の

推進 

健康教育

の充実 

・治療勧告生徒の受診率

を向上させる。 

・生徒の健康状態に応じ

た個別指導を充実さ

せる。 

・長期休業前や定期考査前を

目処に治療勧告書を渡し、

治療の必要性を呼びかけ

る。 

・健康観察を徹底させ、健康

状態を把握した上で個別

の保健指導につなげる。 

Ａ 

【○】歯科治療率は昨年度２／１時点３１．８

％から今年度３６％と少し上昇した。担任、

部活動顧問からの呼びかけに効果があった

と思われる。 

【○】健康観察の徹底は実践できた。そこから

得られる情報をもとに、担任との連携につな

げることができた。 

環境美化

の徹底 

・時間一杯清掃し、校内

美化に努める。 

・ごみの分別を習慣化す

る。 

・学校版環境ＩＳＯ活動

（エコスクール） に

取り組む。 

・年間計画を立てて計画的に

実施する。 

・全生徒が掃除にあたり、担

当職員が率先垂範して、指

導にあたる。 

・分別のスリム化や分別しや

すい表示等の工夫により、

分別の習慣化を図る。 

・エコスクール推進委員会、

生徒生活委員会を中心に

全職員・生徒で取り組む。 

【○】売店前のゴミの分別をシステム化でき、

美化委員による清掃によって環境整備もでき

た。ゴミ置き場の分別が今後の課題である。 

【○】学期ごとに美化コンクールを実施した。

クラスで競い合い、同率一位のクラスが多数

出るなど、レベルが年々上がっており意識が

向上したことがうかがえる。 

【○】毎月エコスクールチェックを行うことで

節電・節水に対する意識を高めることができ

た。 



整備の徹

底 

・定期的に安全点検を行

う。 

・掃除用具の点検を定期的に

行い、迅速に改善する。 

・安全点検を受けて、危険箇

所の改善を迅速に行う。 

【○】定期的に安全点検を実施することができ

た。危険個所・修繕箇所については事務部へ

速やかに報告し、教育活動における生徒の安

全確保に努めた。 

い 

じ 

め 

の 

防 

止 

等 

指導体制

の組織的

整備 

組織の実

効的活用 

 

・管理職を含む複数の教

職員、専門的な知識を

有する臨床心理士等

による「いじめ対策拡

大委員会」を実効的に

活用する。 

・年間指導計画の作成・実行

・検証・修正の中核的役割

を果たす。 

・情報を共有し、生徒への事

実確認、保護者との連携、

対応方針の決定等を組織

的に行う。 

Ａ 

【○】拡大対策委員会など、積極的に活動でき

た。 

【○】学年の連携がとれあらゆることにも対応

できた。 

未然防止

及び早期

発見のた

めの取組

みの強化 

いじめの

防止 

・互いの良さや個性が大

切にされ、一人ひとり

が尊重される人間関

係や学校風土を構築

する。 

・各種の講話や講習会、ＬＨ

Ｒを有効に活用し一人ひ

とりの心に迫る。 

Ａ 

【○】担任による個人面談を数多く実施し、少

しでも心配のある生徒がいる場合は、即座に

対応できる体制を整えた。 

【○】担任、副担任の連携がよく学年でも日々

色々なことを共有できている。 

いじめの

早期発見 

・「いじめはどの学校に

も起こりうる」という

認識に基づき積極的

に対応する。 

・個別面談やアンケート等を

定期的に実施し、積極的な

実態把握に努める。 

【○】生徒の心の状態を把握するために、年３

回「いじめアンケート」・「心のアンケート」

を実施した。また、各学年会で気になる生徒

の状況を報告・共有し、担任と連携して個別

の生徒の実情を把握した。 

いじめへ

の対応 

・解決に向けて組織的に

迅速な対応を行う。 

・「対応マニュアル」に従い

情報収集と記録確認を行

い、組織的に迅速に解決す

る。 

【○】いじめの疑いがあるものに関しても、状

況を詳細に把握し、改善するために積極的に

行動、連携できた。 

 

 

４ 学校関係者評価 

 ２月２３日に今年度２回目の学校評議員会を開催し、評議員の方々から今年度の取組及び生徒・保護者・職員へのア

ンケート結果等について御意見をいただいた。本校のセンター試験自己採点結果、面接指導をはじめとする具体的な進

学指導方法、進学指導や生徒指導の基盤となる二者面談や進路検討会について質問が寄せられ、進路指導に関して高い

関心を持っておられることを実感した。授業改革や校務改革を推進し、周囲の期待に応えていきたい。学校評価アンケ

ートの中で、ボランティア活動の数値が低いことについて、実際の活動と乖離があるのでは、とご指摘いただいたが、

様々な形での活動実績があるだけに、アンケートの調査方法の検討も必要である。天草地域の生徒数減少については心

配の声が多く挙がった。「地元を愛する若者が増えている」との声が聞かれる一方で、中学では「将来天草に残りたい

」という生徒ゼロであるとの報告もあった。本校生は比較的「天草に残りたい」と感じているようである。若い世代に

天草の魅力を伝えると共に、天草の魅力を自分たちで発見する仕掛けを行い、地元に誇りを持たせたい。また、地元で

の企業を目指すような人材の育成も必要であると感じた。様々な機関と連携しながら、魅力ある学校づくりを推進して

いきたい。長時間勤務については、各評議員からも心配の声が寄せられた。主な原因は課外と部活動指導による時間超

過である。職員が生徒に手をかけ過ぎている状況もあり、できる限りのことを生徒の自主性に委ねることで負担を軽減

できると感じている。これを機に発想の転換を行い、生徒の自主性やマネジメント能力を育てていきたい。 

 

 

５ 総合評価 

学校評価アンケート結果や評議員の方々からは、本校の教育活動について「良好である」との評価をいただいた。 

 生徒アンケートからは、『朝の読書』が有効であり、１学年においては、入学後に新たな習慣が加わることで、本に

親しむ心情が培われている。これ以外にも、「職員推薦新書コーナー」の新設、学校ホームページへの積極的な情報掲

載、生徒の日常生活の動線にボードを掲げ、資料や講演会の情報を掲示する等、生徒の情操に訴える取組が積極的にな

されている。本校図書館の書籍貸出数は県下随一であり、これらの取組の有効性を示している。２・３学年では二者面

談についての評価が高い。学年指導として年間計画にも位置づけられているとともに、日頃からの声掛けや自主面談も

度々行われるなど、進路相談だけでなく、日頃の悩み相談等にも有効に活用されている。また、「学校は、進路につい

て丁寧に指導してくれる」の評価が高い。「進路検討会」が頻繁に行われることにより、多くの職員で個々の状況が共

有され、日々の的確なアドバイスに繋がっている。また、インターンシップや大学出張講義、各種講演会により、自己

の進路に対する意識が高揚している。また、講演等で得た知見を一過性のものにしないために、１・２年生には手帳を

持たせ、講演内容を書き留める取組が行われており、同時にメモの習慣づけを行いながら、主体的に情報収集・管理が

できる人材の育成を目指している。 

 保護者アンケートでは、「子どもの第一希望の進路を知っている」の評価が高い。１年生の段階から生徒の進路につ

いて概ね把握されており、全般的に関心の高さが伺える。また、学年を追うごとに評価は高まっており、特に３年生で



は、三者面談の回数も増え、家庭内での話合いも大幅に増えていると予想される。１学年、２学年においても積極的に

二者面談が行われ、生徒と職員の信頼関係は深まっている。ホームページや定期メール等で積極的に進路情報を提供し

、教師からも進路の話題を家庭内で積極的に進めるよう促すことで、家庭内で子どもの進路志望について話題となり、

理解もさらに深まると考えられる。 

 職員の自己評価については、公開授業、研究授業に関する項目の評価は高い。今年度から、本校数学科に指導教諭（

スーパーティーチャー）が配属されている。本校においても自らの授業を随時公開するとともに、多くの授業を参観し

ながら適時効果的なアドバイスを行っている。生徒の主体的な学びを促す授業スタイルを取り入れ授業改善に着手する

職員が増えており、授業改革が着実に進んでいる。また、本校の広報活動については、前述のとおり情報図書部を中心

に積極的な取組がなされている。同時に、昨年度の２学期以降主幹教諭が主導し、天草市役所の記者クラブ等への「投

込み」を増やすことで、本校がマスコミに取り上げられる機会が増えている。４月以降、新聞・広報誌では３３件、テ

レビ・ラジオでは４８件の採用があり、天草内外に本校の取組を発信することができた。取組が幅広く認知され、本校

の活性化に繋がると期待される。 

 超過勤務状況については、職員全体の月平均超過勤務時間は９２．３時間／月であり、職員の疲労の蓄積が心配され

る数値である。業務内容別では、教科指導と部活動指導が圧倒的に大きい。部活動指導については、日没が早まる１１

月以降、超過時間勤務は減少している。教科指導については、１０月以降、特に３学年関係職員について、大学入試に

向けて学務処理や教科指導が増加しており、１２月では４４．１時間／月となっている。特に教科指導と部活動指導に

ついては、効率化を図りながら負担軽減を推進していきたい。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

１ 課題 

（１）地域拠点校としての魅力ある学校づくり 

  ア 本校教育内容の分かりやすい広報活動のさらなる取組 

  イ 地域に出かける実践型学習活動の推進 

  ウ 地域の人材の活用と連携 

（２）自主性を育む教育活動の推進 

  ア 「やらされる学び」から「やる学び」へ 

  イ 生徒の自主活動、実活動の活性化 

（３）授業改革と校務改革 

  ア 授業に打ち込める態勢を整える 

  イ 業務負担を軽減する 

２ 改善策 

（１）地域拠点校としての魅力ある学校づくり 

  ア ホームページの充実・マスコミとの連携・協働 

イ 学校設定科目「天草サイエンス」の導入 

ウ 「天草学連続講義」による地域の人材・資源の利活用 

（２）自主性を育む教育活動の推進 

  ア 自学の推進、 

  イ 躓きポイントの把握と授業へのフィードバック 

  イ 制限時間の明確化、生徒の自主活動、実活動の促進 

（３）授業改革と校務改革 

  ア 協働的学習の場の保障、教材等のデータ共有 

イ 起案文書や要項等のデータ共有と利活用 

ウ 行事終了後の反省と次年度要項の作成 

 

 


